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避難訓練
１月２７日（金）、「火災に対する避難訓練」を実施しました。今回は、子供たちに訓練の日を伝

えずに行いました。目的は、「火災発生に対して、冷静に迅速に規律ある行動をとって正しく避
難できるようにする」ためです。
今回の実施時間は、昼休みが終わり掃除の場所に移動して掃除を始めようとしたときに非常

ベルが鳴るという設定で実施しました。子供たちは、非常ベルが鳴り出すと、その場でしっかりと
立ち止まり、状況の確認をしていました。その後、火災発生の放送を聞き、落ち着いて避難を行
うことができました。今回の場合は、学級単位での避難ではなく、一人一人が自分の場所からど
のように避難するかを判断して行動しなければいけませんでした。子供たちは、放送をしっかり
と聞き、冷静に対応できていました。避難にかかった時間は１分５５秒ほどでした。
私は常に「自分の命は自分で守る」ことが大事だと話をしています。今回の訓練でも、子供た

ちは、しっかりとこのことが実践できていたと思います。今後も継続して訓練を行い、子供たちの
安全を守っていきます。

学力検査を実施しました！
１月２３日（火）、全学年を対象に国語と算数の２教科についてＣＲＴ学力検査を実施しま

した。ＣＲＴとは「到達度テスト」のことで、その学年で学習したことについてのテストと
なります。検査の目的は、「今年度１年間で培われた学力について、客観的な評価を行うこと
で児童一人一人の実態を把握し、学習指導の在り方をふり返るとともに、今後の指導に生か
す」ためです。
検査の様子を見に、各教室を巡回してみました。子供たちは、だれもが真剣に学力検査に

向き合い、一生懸命に問題を解こうとしていました。検査結果については、３月頃にお知ら
せできると思います。

校内での研修を推進しています！
本校は「よい授業」の実践を目指し、今年度も算数科の学習に焦点を当て授業改善を行っ
ています。前回は、１１月に３、４年生において研究授業を実施し、研修を行いました。
今回は、１月２４日（水）に２年生において研究授業を行いました。
単元は「たし算とひき算」で、目標は「加法逆の減法（未知数が先に出てくる）の問題解

決を通して、加法と減法の相互関係についての理解を深める。」です。具体的には、「教室に
何人かいます。後から８人来たので、みんなで２３人になりました。はじめにいたのは何人
ですか。」という問題について、たし算になるか
ひき算になるのかをテープ図を活用して考えてい
く学習です。このような授業実践を通して、「主
体的に考えを表現できる子供」を育てていきます。
２年生の子供たちは、課題に対して主体的に一

人調べに取り組んでいました。特に、今回はテー
プ図に表すことでたし算かひき算かを判断するこ
とが重要になるのですが、全員がテープ図に表し，
正しく計算をして答えを求めることができていま
した。その姿を見て、着実に「主体的に考えを表
現できる子供」に育ってきていることを感じまし
た。
今年度の研究授業は最後となりますが、今後も

全職員で研修を深め、子供たちの生きる力を育て
ていきます。


